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【経緯】
⼤阪府⽴砂川厚⽣福祉センターは、強度⾏動障がいがある成⼈の知的

障がい者が対象の「いぶき」と触法⾏為やコミュニケーション⾯に課題
（社会関係障がい）がある中・軽度の成⼈の知的障がい者が対象の「つ
ばさ」の２つの施設からなる⼊所施設。
教育と福祉の連携を⽬的に、⽀援学校における強度⾏動障がい児へのコ
ンサルテーションを令和2年度より実施していたが、対象校教員との相
談の中で、「コミュニケーション⾯に課題があり、学校内でトラブルに
発展しているケースで困っている」という話を聞き、「つばさで⾏われ
ているSST⼿法が活⽤できるのではないか」という思いから、令和6年
度より当コンサルテーションが開始された。
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【⽬的】
教育機関（⽀援教育課、府⽴⽀援学校）と福祉分野が連携して事業を
⾏うことで、⽣徒が対⼈関係スキルを⾝に着け、問題⾏動（窃盗、粗暴
⾏為、性加害等）を回避するための予防的⽀援に対する理解を教育分野
で深めることを⽬的とする。あわせて、⽣徒⼀⼈ひとりの特性を考慮し
た実践的な⽀援⼿法を共有し、現場で広く活⽤できるようにする。
⽣徒が将来、社会の中で安定した⽣活を送るためには、早期から⾃⼰
対処能⼒を⾼め、良好な⼈間関係を築くスキルを⾝につけることが重要
である。これにより、地域での⽣活を円滑に続けることが可能となり、
問題⾏動の回避につながるとともに、QOL（⽣活の質）の向上を図るこ
とを⽬的とする。
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【事業内容】詳細は別紙
府⽴⽀援学校（２校）に訪問し、SSTに対してのコンサルテーションを実施

SV：梅花⼥⼦⼤学 ⼼理こども学部 ⼼理学科 瀧本 優⼦ 教授 ・ ⼤阪府⽴砂川厚⽣福
祉センターつばさ職員

【コンサル校募集および選定】
募集期間：令和８年５⽉１４⽇（⽊）〆切
申込先：教育庁 ⽀援教育課 ⽣徒⽀援グループ ⽂書提出システム
コンサル校については、砂川厚⽣福祉センター、地域⽣活⽀援課、⽀援教育課の協議により２校を選
定する。

【⽀援対象】
中学部・⾼等部の⽣徒で１０⼈程度のグループ単位に、ロールプレイ⼿法を取り⼊れた⽀援が継続し
て実施できる学校が対象。
※尚、事業終了後の次年度に、継続的に学校全体の取り組みとして⽣徒にSSTの実施。将来の職場実
習や卒業後の⽣活において、学習した対⼈関係スキルを活⽤できるように取り組む。



【６月】２時間
事業説明

【８月】8時間
SST研修会

【８月下旬】
1回目のコンサ
ルに向けて

・事務局にて、コンサル選定校へ訪問。

・教頭、リーディングスタッフ（LS）、担当教員と打合せ。（事業内容、スケジュール説明、つばさ式SSTプログラムの説明）

・コンサル校での実施内容を検討。学校内での課題についても共有。

・コンサル校については、５月下旬、砂川厚生福祉センター、地域生活支援課、支援教育課の協議により２校を選定する。

・ただし、本事業では、大阪府内８圏域の支援学校にてコンサルテーションの実施を進めることを目的としており、出来るだけ異なる
圏域の学校を選定する。令和７年度以降については、未実施の圏域を優先的に選定する。

・4月の校長会にて、事業内容の説明、つばさでの取組内容を説明し、コンサル校（２校）募集開始。

別紙【事業内容】年間スケジュール（４⽉〜８⽉）

【４月】
コンサル校募集

【５月】
コンサル校選定

・9月から開始のコンサルテーションの具体的な調整（日程・対象者・時間割・実施方法等）

【SSTについての合同研修会の実施】

「SST基礎講義と生徒向け集団セッションのロールプレイを学ぶ研修」 （講師：瀧本教授・つばさ職員）

日 程：８月 上旬 9:30～17:30

場 所：支援学校（50名程度でグループワークができる広さの教室等）

対象者：今年度選定校2校の教員（各校最大15名）＋前年度2校の教員（各校最大10名）合計最大50名程度

＝校内普及チームの育成と、２学期からの生徒向けSST手法の勉強会を目的とする

内 容：SSTの基本的なことから、支援学校の授業等で実際に生徒向けに実施できるように、手順に沿ってロールプレイ等から学ぶ

（生徒向けSSTセッションの進め方、ロールプレイの実践、学校時間割りへの組み込みの検討、コンサルの入り方等）



【１月】3時間
コンサル3回目

【２月】2時間
各学校で実施

【２月】3時間
年間報告会

・実施した2校による報告会。1年間の実施状況・生徒の様子について報告。

・瀧本教授より、SST手法の継続した取組の重要性や地域での般化について助言と講義

【11月】3時間
コンサル2回目

【12月】2時間
各学校で実施

【10月】2時間
各学校で実施

・各学校で１回目コンサルで実施したテーマに沿って、校内でセッションを実施し学校生活の中への般化を進める。

（セッションで困ったことがあれば砂川Cがサポート）

・生徒に対して実施している宿題への対応

・瀧本教授とつばさ職員が学校を訪問。

・教員による生徒向けセッションを見学し、課題抽出を行い、SV瀧本教授より助言。

・各学校で２回目コンサルで実施したテーマに沿って、校内でセッションを実施し学校生活の中への般化を進める。

（セッションで困ったことがあれば砂川Cがサポート）

・生徒に対して実施している宿題への対応

・瀧本教授とつばさ職員が学校を訪問。

・教員による生徒向けセッションを見学し、課題抽出を行い、SV瀧本教授より助言。

・各学校で全コンサルで実施したテーマ中から、児童の合わせたセッションを実施し学校生活の中への般化を進める。

（セッションで困ったことがあれば砂川Cがサポート）

・生徒に対して実施している宿題への対応

別紙【事業内容】年間スケジュール（９⽉〜２⽉）

【９月】4時間
コンサル1回目

・瀧本教授とつばさ職員が学校を訪問。

・教員による生徒向けセッションを見学し、課題抽出を行い、SV瀧本教授より助言。

・全教員を対象に、SSTの基礎と学校内への般化についての講演。


